
9 重回帰分析（Ⅰ）――――t 検定と F 検定，効果の比較  1-2 分散説明率 R2の増分の F 検定   『入門・社会統計学』（杉野 勇） 

F統計量と分散説明率 

 

 F統計量と分散説明率（決定係数）の定義の確認から始めよう。 

 

𝐹 =
𝑀𝑆𝑚𝑜𝑑𝑒𝑙

𝑀𝑆𝑟𝑒𝑠𝑖𝑑𝑢𝑎𝑙
=

𝑆𝑆𝑚𝑜𝑑𝑒𝑙 𝑝⁄

𝑆𝑆𝑟𝑒𝑠𝑖𝑑𝑢𝑎𝑙 (𝑛 − 𝑝 − 1)⁄
 

 

 

𝑅2 =
𝑆𝑆𝑚𝑜𝑑𝑒𝑙

𝑆𝑆𝑡𝑜𝑡𝑎𝑙
= 1 −

𝑆𝑆𝑟𝑒𝑠𝑖𝑑𝑢𝑎𝑙
𝑆𝑆𝑡𝑜𝑡𝑎𝑙

=
𝑆𝑆𝑚𝑜𝑑𝑒𝑙

𝑆𝑆𝑚𝑜𝑑𝑒𝑙 + 𝑆𝑆𝑟𝑒𝑠𝑖𝑑𝑢𝑎𝑙
 

 

分散説明率の式を変形すると， 

 

𝑆𝑆𝑚𝑜𝑑𝑒𝑙 = 𝑅2(𝑆𝑆𝑚𝑜𝑑𝑒𝑙 + 𝑆𝑆𝑟𝑒𝑠𝑖𝑑𝑢𝑎𝑙) 
(1 − 𝑅2)𝑆𝑆𝑚𝑜𝑑𝑒𝑙 = 𝑅2𝑆𝑆𝑟𝑒𝑠𝑖𝑑𝑢𝑎𝑙 

𝑆𝑆𝑚𝑜𝑑𝑒𝑙 =
𝑅2

1 − 𝑅2
𝑆𝑆𝑟𝑒𝑠𝑖𝑑𝑢𝑎𝑙 

 

これを F統計量の定義式に代入すると， 

 

𝐹 =
(

𝑅2

1 − 𝑅2 𝑆𝑆𝑟𝑒𝑠𝑖𝑑𝑢𝑎𝑙) 𝑝⁄

𝑆𝑆𝑟𝑒𝑠𝑖𝑑𝑢𝑎𝑙 (𝑛 − 𝑝 − 1)⁄
=

𝑅2 𝑝⁄

(1 − 𝑅2) (𝑛 − 𝑝 − 1)⁄
 

 

となる。 

  


